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Information

▲南延岡機関区（平成 12 年）

▲竹下遺跡出土の汽車土瓶等

延岡城・内藤記念博物館を令和４年 9 月 23 日から一般公開となります。 

また、開館を記念して、特別展「譜代大名内藤家－その歴史と名宝－」を開催します。

～延岡城・内藤記念博物館がオープン！～

利用案内

■ 開館時間
9：00～17：00 （最終入場 16：30）
■ 休 館 日
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始（12 月 28 日～1月３日）
■ 入 館 料
無料（平常展示室・体験展示室の観覧）
■ 和室棟を利用する（有料）には、予約が必要です。
詳しくは、延岡城・内藤記念博物館までお問い合せ
ください。

■ 開催期間
開始　令和４年９月 23 日（金） 
終了　令和４年 11 月６日（日） 
■ 会  場
延岡城・内藤記念博物館 企画展示室
■ 観 覧 料

開館記念特別展 
「譜代大名内藤家－その歴史と名宝－」 

500 円
300 円
無 料

一 般
高 校 生
中学生以下

　こ
の
写
真
は
、南
延
岡
駅
構
内
に
設
置
さ
れ
て
い

た
南
延
岡
機
関
区
で
す
。大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）、

日
豊
本
線
は
全
線
開
通
し
、同
時
に
前
年
開
業
し
た

南
延
岡
駅
構
内
に
は
、機
関
車
の
扇
形
車
庫
等
を
備

え
た
南
延
岡
機
関
区
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。の
ち
に

は
転
車
台
も
整
備
さ
れ
、県
北
地
区
に
お
け
る
車
両

基
地
を
担
い
ま
し
た
。鉄
道
の
電
化
に
伴
い
役
割
を

終
え
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
扇
形
車
庫
等
は

撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
十
一年（
一九
九
九
）、宅
地
造
成
に
伴
い
機
関

区
敷
地
内
を
発
掘
調
査（
竹
下
遺
跡
）し
た
と
こ
ろ
、

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
大
量
の
陶
磁

器
が
出
土
し
ま
し
た
。駅
弁
と
と
も
に
販
売
さ
れ
て

い
た
お
茶
容
器「
汽
車
土
瓶
」や
焼
売
用
の
小
皿
な

ど
が
あ
り
、「
名
古
屋
松
浦
」や「
横
浜
驛
崎
陽
軒
」な

ど
遠
方
の
駅
名
や
地
名
が
入
っ
て
お
り
、当
時
の
鉄

道
の
旅
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



　今
年
は
、明
治
五
年（
一八
七
二
）に
日
本
初
の
鉄
道
が
新

橋
〜
横
浜
間
で
開
通
し
て
一五
〇
周
年
を
迎
え
、日
本
の
鉄

道
史
に
お
い
て
大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　一方
で
、延
岡
の
鉄
道
史
に
お
い
て
も
、大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。大
正
十
一年（
一九
二
二
）、現
在
の
日
豊
本
線
の

線
路
が
宮
崎
方
面
か
ら
延
岡
へ
延
伸
し
、延
岡
地
区
に
鉄

道
が
開
業
し
ま
し
た
。今
号
で
は
、一
〇
〇
周
年
の
節
目
を

迎
え
た
延
岡
地
区
の
鉄
道
に
つ
い
て
、取
り
上
げ
ま
す
。

 

延

岡

へ

の

鉄

道

の

開

通

　延
岡
地
区
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、大
正
十
一年（
一九

二
二
）に
な
り
ま
す
。

　大
正
五
年（
一九
一六
）に
宮
崎
が
鹿
児
島
県
の
吉
松
経
由

で
鹿
児
島
本
線
と
つ
な
が
り
、同
年
に
小
倉
か
ら
大
分
県
の

佐
伯
ま
で
が
全
通
し
た
こ
と
を
受
け
、宮
崎
か
ら
佐
伯
に
至

る
鉄
道
の
敷
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　宮
崎
か
ら
佐
伯
に
至
る
区
間
は
、延
岡
を
基
点
と
し
て
、

延
岡
以
南
の
日
豊
南
線
と
延
岡
以
北
の
日
豊
北
線
と
に
分

け
て
、宮
崎
と
佐
伯
の
両
方
面
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
、竣
工

と
と
も
に
順
次
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　日
豊
南
線
は
、大
正
六
年
に
七
工
区
に
分
け
て
工
事
が

進
め
ら
れ
、大
正
十
一年
二
月
十
一日
に
は
富
高（
現
日
向
市

駅
）〜
南
延
岡
が
開
通
し
、延
岡
地
区
に
鉄
道
が
開
通
し
ま

し
た
。ま
た
、同
年
五
月
一日
に
は
延
岡
ま
で
開
通
し
、日
豊

南
線
が
全
通
し
ま
し
た
。

　一方
、日
豊
北
線
は
、大
正
五
年
に
九
工
区
に
分
け
て
工

事
が
始
ま
り
、宗
太
郎
峠
の
難
工
事
を
経
て
、大
正
十
二
年

（
一九
二
三
）十
二
月
十
五
日
に
全
通
し
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、悲
願
で
あ
っ
た
九
州
東
岸
を
縦
断
す
る
日

豊
本
線
が
全
通
し
、延
岡
は
九
州
の
環
状
線
に
組
み
込
ま
れ
、

〝
陸
の
孤
島
〞か
ら
脱
却
し
ま
す
。

　同
日
、日
豊
本
線
の
開
通
式
が
来
賓
五
千
人
を
迎
え
て
須

崎
町
の
埋
立
地
で
行
わ
れ
ま
す
。式
で
は
、鉄
道
大
臣
秘
書

官
が
大
臣
代
理
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、宮
崎
、大
分
両

県
知
事
な
ど
関
係
者
十
人
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。続
い
て
祝
賀
式
が
開
催
さ
れ
、各
種
催
し
物
の
ほ
か
、

提
灯
行
列
、花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
、祝
賀
の
催
し
は

三
日
間
に
及
び
、当
時
の
延
岡
は
空
前
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
と『
宮
崎
新
聞
』を
は
じ
め
各
紙
が
報
じ
て
い
ま
す
。

 

変

わ

る

運

輸

系

統

　鉄
道
開
通
ま
で
の
運
輸
系
統
に
つ
い
て
は
、東
海
港
を
中

心
と
す
る
海
運
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。そ
の
様
子
は
、大
正
十

一年
四
月
三
十
日
付『
宮
崎
新
聞
』が
現
在
の
延
岡
市
を
含
む

東
臼
杵
郡
の
運
輸
事
情
の
統
計
結
果
と
し
て
報
じ
て
お
り
、

そ
の
結
果
は
表
１
に
示
す
よ
う
に
、海
運
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、昭
和
九

年（
一
九
三
四
）の
　

「
延
岡
市
勢
要
覧
」

で
は
、表
２
の
結
果

が
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、正
確
な
比
較

で
は
な
い
も
の
の
、

鉄
道
が
運
輸
系
統

と
し
て
海
運
に
取
っ

て
代
わ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
す
。

表１．東臼杵郡の運輸事情（単位：円）
種別 陸運 海運 合計
輸出 44,445 7,043,866 7,088,311
輸入 12,030 5,159,689 5,171,719
計 56,475 12,203,555 12,260,030

表２．延岡市の運輸事業（単位：円）
種別 陸運（鉄道） 海運 合計
移出 7,267,623 0 7,267,623
移入 7,877,268 0 7,877,268
計 15,144,891 0 15,144,891

 

延

岡

の

工

業

化

　日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社（
以
下
、「
日
窒
」と
い
う
）の
創

立
者
で
あ
る
野
口
遵
は
、明
治
四
十
一年（
一九
〇
八
）に
熊
本

県
水
俣
村
に
水
俣
工
場
、大
正
二
年（
一九
一三
）に
熊
本
県
鏡

町
に
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造
す
る
工
場
を
建
設
し
て
い
ま

し
た
。規
模
の
拡
大
を
目
指
し
た
日
窒
は
、新
工
場
の
候
補

地
の
選
定
に
着
手
し
ま
す
。

　延
岡
は
電
力
事
業
に
お
い
て
五
ヶ
瀬
川
が
水
力
発
電
に
有

望
で
あ
り
、地
元
の
熱
心
な
誘
致
活
動
が
行
わ
れ
た
一
方
で
、

交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
な
か
、大
正
十
一年
二
月
に
南
延
岡
ま
で
鉄
道
が

開
通
し
、同
年
三
月
に
新
工
場
を
恒
富
村
に
建
設
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
す
。同
年
八
月
に
は
建
設
が
開
始
さ
れ
、翌
年

十
月
に
完
成
し
、日
本
初
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
工
場
と
し
て

操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、同
工
場
で
作
ら
れ
た
ア
ン

モ
ニ
ア
の
有
効
利
用
を
考
え
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）に
ベ
ン

ベ
ル
グ
工
場
の
建
設
に
着
手
し
、以
来
次
々
に
有
機
的
な
つ
な

が
り
を
持
つ
工
場
群
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　日
豊
本
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
変
化
を
迎
え
た
延
岡
は
、

日
窒
の
延
岡
進
出
と
そ
の
後
の
事
業
拡
大
に
伴
い
、昭
和
五

年
に
延
岡
町
・
岡
富
村
・
恒
富
村
が
新
生
延
岡
町
へ
と
合
併

し
ま
す
。同
八
年（
一
九
三
三
）に
は
宮
崎
、都
城
に
続
い
て
市

制
施
行
へと
進
展
し
、東
九
州
を
代
表
す
る
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　延
岡
工
場
群
は
、戦
後
の
財
閥
解
体
に
よ
り
日
窒
グ
ル
ー

プ
が
解
体
さ
れ
る
な
か
、旭
化
成
工
業
株
式
会
社
と
し
て
ま

と
ま
り
同
社
の
主
力
工
場
と
し
て
、今
日
の
旭
化
成
株
式
会

社
の
発
展
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

 

ま

ち

の

活

性

化

の

基

点

　大
正
十
二
年
の
日
豊
本
線
全
線
開
通
時
、延
岡
市
域
に

は
市
棚
、日
向
長
井
、延
岡
、南
延
岡
、土
々
呂
の
五
つ
の
駅

が
設
置
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、昭
和
二
十
四
年（
一九
四
九
）に

北
川
、同
二
十
九
年
に
北
延
岡
、同
六
十
三
年（
一
九
八
八
）

に
は
旭
ヶ
丘
が
新
設
さ
れ
ま
す
。ま
た
、昭
和
二
十
年
代
〜

三
十
年
代
に
は
、土
々
呂
海
水
浴
場
の
開
設
時
期
に
合
わ
せ

て
臨
時
駅
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　日
豊
本
線
は
移
動
手
段
と
し
て
重
宝
さ
れ
、駅
は
玄
関

口
と
し
て
人
々
が
集
ま
る
賑
わ
い
の
創
出
地
と
な
り
ま
す
。

特
に
延
岡
駅
周
辺
は
商
店
街
や
百
貨
店
で
賑
わ
う
中
心
市

街
地
と
な
り
、延
岡
の
人
た
ち
は
、延
岡
駅
周
辺
に
出
か
け

る
こ
と
を〝
ま
ち
〞に
行
く
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、交
通
網
の
整
備
に
加
え
、一ヶ
岡
地
区
に
代
表
さ

れ
る
大
型
の
宅
地
整
備
に
よ
る
住
宅
の
郊
外
化
は
、乗
用
車

に
よ
る
行
動
を
よ
り
一
般
化
さ
せ
、人
口
そ
の
も
の
の
減
少

と
と
も
に
鉄
道
の
利
用
客
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
ア
ヅ
マ
ヤ
百
貨
店
、

同
十
四
年
に
寿
屋
延
岡
店
が
閉
店
し
ま
す
。相
次
ぐ
大
型

商
業
施
設
の
閉
店
は
、延
岡
駅
周
辺
の
賑
わ
い
に
大
き
な
影

を
落
と
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、延
岡
駅
と
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、再
び
賑
わ
い
を
取

り
戻
そ
う
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、平
成
二
十

九
年（
二
〇
一七
）に
延
岡
駅
舎
の
改
築
、翌
三
十
年
に
延
岡

市
駅
前
複
合
施
設「
エ
ン
ク
ロ
ス
」、令
和
四
年（
二
〇
二
二
）

に
延
岡
駅
西
口
街
区
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　延
岡
駅
は
、開
業
か
ら
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、ま
ち
の
活

性
化
に
向
け
た
新
た
な
基
点
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▲延岡市の鳥瞰図「伸び行く延岡市」（昭和14年）/甲斐盛豊氏提供

▲ 土々呂海水浴場と臨時駅（昭和33年） ▲ 「SL公園」のD51 485号機 ▲ 延岡駅方面へ上るＳＬ（昭和45年頃）
※延岡工業高校卒業アルバム（1972年）/
　個人提供より転載

　電気、ディーゼル化する前の鉄道は、ＳＬ(Steam Locomotiveの略)の愛称で呼ばれる蒸気
機関車の時代でした。右の写真は、昭和45年頃に撮影された、別府町付近を走行するSLです。
　「SL公園」の名で親しまれる大瀬町街区公園（大瀬町２丁目）では、D51 485号機が展示保
存されています。この車両は、昭和15年（1940）に小倉で製造後、同23年（1948）に南延岡機
関区に配置され、昭和49年（1974）に日豊本線が電化するまで活躍したもので、延岡の発展を
牽引してきた産業遺産になります。

　現在の土々呂臨海公園の東側に広がる海浜域は、
戦前から昭和40年代にかけて市民の憩いの場として
利用された土々呂海水浴場がありました。
　昭和20～30年代には臨時駅が開設されるなど、当
時の盛況ぶりがうかがえます。

　金子常光が描いた昭和14年（1939）当時の延岡市の鳥瞰図です。五ヶ瀬川と大瀬川に囲まれた中州に城山公園や市役所を確認することができます。中州の東端
には鉄道橋が描かれ、蒸気機関車が日豊本線を宮崎方面へ下っています。また、同年に全線開通した日ノ影線も延岡駅から北東へ分岐する様子が描かれています。
　延岡工場群が東海、岡富、恒富、愛宕、長浜の各地区に確認でき、恒富、愛宕の両地区には、南延岡駅からの引込線も確認することができます。また、海上航路も描
かれ、当時の延岡市域の交通網を確認することができます。
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年
は
、明
治
五
年（
一八
七
二
）に
日
本
初
の
鉄
道
が
新

橋
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横
浜
間
で
開
通
し
て
一五
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周
年
を
迎
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、日
本
の
鉄

道
史
に
お
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て
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な
節
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の
年
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。
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で
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の
鉄
道
史
に
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い
て
も
、大
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な
節
目
を
迎

え
ま
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た
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正
十
一年（
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二
二
）、現
在
の
日
豊
本
線
の
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路
が
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崎
方
面
か
ら
延
岡
へ
延
伸
し
、延
岡
地
区
に
鉄

道
が
開
業
し
ま
し
た
。今
号
で
は
、一
〇
〇
周
年
の
節
目
を

迎
え
た
延
岡
地
区
の
鉄
道
に
つ
い
て
、取
り
上
げ
ま
す
。

 

延

岡

へ

の

鉄

道

の

開

通

　延
岡
地
区
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、大
正
十
一年（
一九

二
二
）に
な
り
ま
す
。

　大
正
五
年（
一九
一六
）に
宮
崎
が
鹿
児
島
県
の
吉
松
経
由

で
鹿
児
島
本
線
と
つ
な
が
り
、同
年
に
小
倉
か
ら
大
分
県
の

佐
伯
ま
で
が
全
通
し
た
こ
と
を
受
け
、宮
崎
か
ら
佐
伯
に
至

る
鉄
道
の
敷
設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　宮
崎
か
ら
佐
伯
に
至
る
区
間
は
、延
岡
を
基
点
と
し
て
、

延
岡
以
南
の
日
豊
南
線
と
延
岡
以
北
の
日
豊
北
線
と
に
分

け
て
、宮
崎
と
佐
伯
の
両
方
面
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
、竣
工

と
と
も
に
順
次
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　日
豊
南
線
は
、大
正
六
年
に
七
工
区
に
分
け
て
工
事
が

進
め
ら
れ
、大
正
十
一年
二
月
十
一日
に
は
富
高（
現
日
向
市

駅
）〜
南
延
岡
が
開
通
し
、延
岡
地
区
に
鉄
道
が
開
通
し
ま

し
た
。ま
た
、同
年
五
月
一日
に
は
延
岡
ま
で
開
通
し
、日
豊

南
線
が
全
通
し
ま
し
た
。

　一方
、日
豊
北
線
は
、大
正
五
年
に
九
工
区
に
分
け
て
工

事
が
始
ま
り
、宗
太
郎
峠
の
難
工
事
を
経
て
、大
正
十
二
年

（
一九
二
三
）十
二
月
十
五
日
に
全
通
し
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、悲
願
で
あ
っ
た
九
州
東
岸
を
縦
断
す
る
日

豊
本
線
が
全
通
し
、延
岡
は
九
州
の
環
状
線
に
組
み
込
ま
れ
、

〝
陸
の
孤
島
〞か
ら
脱
却
し
ま
す
。

　同
日
、日
豊
本
線
の
開
通
式
が
来
賓
五
千
人
を
迎
え
て
須

崎
町
の
埋
立
地
で
行
わ
れ
ま
す
。式
で
は
、鉄
道
大
臣
秘
書

官
が
大
臣
代
理
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、宮
崎
、大
分
両

県
知
事
な
ど
関
係
者
十
人
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。続
い
て
祝
賀
式
が
開
催
さ
れ
、各
種
催
し
物
の
ほ
か
、

提
灯
行
列
、花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
、祝
賀
の
催
し
は

三
日
間
に
及
び
、当
時
の
延
岡
は
空
前
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
と『
宮
崎
新
聞
』を
は
じ
め
各
紙
が
報
じ
て
い
ま
す
。

 

変

わ

る

運

輸

系

統

　鉄
道
開
通
ま
で
の
運
輸
系
統
に
つ
い
て
は
、東
海
港
を
中

心
と
す
る
海
運
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。そ
の
様
子
は
、大
正
十

一年
四
月
三
十
日
付『
宮
崎
新
聞
』が
現
在
の
延
岡
市
を
含
む

東
臼
杵
郡
の
運
輸
事
情
の
統
計
結
果
と
し
て
報
じ
て
お
り
、

そ
の
結
果
は
表
１
に
示
す
よ
う
に
、海
運
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、昭
和
九

年（
一
九
三
四
）の
　

「
延
岡
市
勢
要
覧
」

で
は
、表
２
の
結
果

が
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、正
確
な
比
較

で
は
な
い
も
の
の
、

鉄
道
が
運
輸
系
統

と
し
て
海
運
に
取
っ

て
代
わ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
す
。

表１．東臼杵郡の運輸事情（単位：円）
種別 陸運 海運 合計
輸出 44,445 7,043,866 7,088,311
輸入 12,030 5,159,689 5,171,719
計 56,475 12,203,555 12,260,030

表２．延岡市の運輸事業（単位：円）
種別 陸運（鉄道） 海運 合計
移出 7,267,623 0 7,267,623
移入 7,877,268 0 7,877,268
計 15,144,891 0 15,144,891

 

延

岡

の

工

業

化

　日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社（
以
下
、「
日
窒
」と
い
う
）の
創

立
者
で
あ
る
野
口
遵
は
、明
治
四
十
一年（
一九
〇
八
）に
熊
本

県
水
俣
村
に
水
俣
工
場
、大
正
二
年（
一九
一三
）に
熊
本
県
鏡

町
に
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造
す
る
工
場
を
建
設
し
て
い
ま

し
た
。規
模
の
拡
大
を
目
指
し
た
日
窒
は
、新
工
場
の
候
補

地
の
選
定
に
着
手
し
ま
す
。

　延
岡
は
電
力
事
業
に
お
い
て
五
ヶ
瀬
川
が
水
力
発
電
に
有

望
で
あ
り
、地
元
の
熱
心
な
誘
致
活
動
が
行
わ
れ
た
一
方
で
、

交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
欠
点
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
な
か
、大
正
十
一年
二
月
に
南
延
岡
ま
で
鉄
道
が

開
通
し
、同
年
三
月
に
新
工
場
を
恒
富
村
に
建
設
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
す
。同
年
八
月
に
は
建
設
が
開
始
さ
れ
、翌
年

十
月
に
完
成
し
、日
本
初
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
工
場
と
し
て

操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、同
工
場
で
作
ら
れ
た
ア
ン

モ
ニ
ア
の
有
効
利
用
を
考
え
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）に
ベ
ン

ベ
ル
グ
工
場
の
建
設
に
着
手
し
、以
来
次
々
に
有
機
的
な
つ
な

が
り
を
持
つ
工
場
群
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　日
豊
本
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
変
化
を
迎
え
た
延
岡
は
、

日
窒
の
延
岡
進
出
と
そ
の
後
の
事
業
拡
大
に
伴
い
、昭
和
五

年
に
延
岡
町
・
岡
富
村
・
恒
富
村
が
新
生
延
岡
町
へ
と
合
併

し
ま
す
。同
八
年（
一
九
三
三
）に
は
宮
崎
、都
城
に
続
い
て
市

制
施
行
へと
進
展
し
、東
九
州
を
代
表
す
る
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　延
岡
工
場
群
は
、戦
後
の
財
閥
解
体
に
よ
り
日
窒
グ
ル
ー

プ
が
解
体
さ
れ
る
な
か
、旭
化
成
工
業
株
式
会
社
と
し
て
ま

と
ま
り
同
社
の
主
力
工
場
と
し
て
、今
日
の
旭
化
成
株
式
会

社
の
発
展
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

 

ま

ち

の

活

性

化

の

基

点

　大
正
十
二
年
の
日
豊
本
線
全
線
開
通
時
、延
岡
市
域
に

は
市
棚
、日
向
長
井
、延
岡
、南
延
岡
、土
々
呂
の
五
つ
の
駅

が
設
置
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、昭
和
二
十
四
年（
一九
四
九
）に

北
川
、同
二
十
九
年
に
北
延
岡
、同
六
十
三
年（
一
九
八
八
）

に
は
旭
ヶ
丘
が
新
設
さ
れ
ま
す
。ま
た
、昭
和
二
十
年
代
〜

三
十
年
代
に
は
、土
々
呂
海
水
浴
場
の
開
設
時
期
に
合
わ
せ

て
臨
時
駅
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　日
豊
本
線
は
移
動
手
段
と
し
て
重
宝
さ
れ
、駅
は
玄
関

口
と
し
て
人
々
が
集
ま
る
賑
わ
い
の
創
出
地
と
な
り
ま
す
。

特
に
延
岡
駅
周
辺
は
商
店
街
や
百
貨
店
で
賑
わ
う
中
心
市

街
地
と
な
り
、延
岡
の
人
た
ち
は
、延
岡
駅
周
辺
に
出
か
け

る
こ
と
を〝
ま
ち
〞に
行
く
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、交
通
網
の
整
備
に
加
え
、一ヶ
岡
地
区
に
代
表
さ

れ
る
大
型
の
宅
地
整
備
に
よ
る
住
宅
の
郊
外
化
は
、乗
用
車

に
よ
る
行
動
を
よ
り
一
般
化
さ
せ
、人
口
そ
の
も
の
の
減
少

と
と
も
に
鉄
道
の
利
用
客
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
ア
ヅ
マ
ヤ
百
貨
店
、

同
十
四
年
に
寿
屋
延
岡
店
が
閉
店
し
ま
す
。相
次
ぐ
大
型

商
業
施
設
の
閉
店
は
、延
岡
駅
周
辺
の
賑
わ
い
に
大
き
な
影

を
落
と
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、延
岡
駅
と
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、再
び
賑
わ
い
を
取

り
戻
そ
う
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
、平
成
二
十

九
年（
二
〇
一七
）に
延
岡
駅
舎
の
改
築
、翌
三
十
年
に
延
岡

市
駅
前
複
合
施
設「
エ
ン
ク
ロ
ス
」、令
和
四
年（
二
〇
二
二
）

に
延
岡
駅
西
口
街
区
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　延
岡
駅
は
、開
業
か
ら
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、ま
ち
の
活

性
化
に
向
け
た
新
た
な
基
点
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

▲延岡市の鳥瞰図「伸び行く延岡市」（昭和14年）/甲斐盛豊氏提供

▲ 土々呂海水浴場と臨時駅（昭和33年） ▲ 「SL公園」のD51 485号機 ▲ 延岡駅方面へ上るＳＬ（昭和45年頃）
※延岡工業高校卒業アルバム（1972年）/
　個人提供より転載

　電気、ディーゼル化する前の鉄道は、ＳＬ(Steam Locomotiveの略)の愛称で呼ばれる蒸気
機関車の時代でした。右の写真は、昭和45年頃に撮影された、別府町付近を走行するSLです。
　「SL公園」の名で親しまれる大瀬町街区公園（大瀬町２丁目）では、D51 485号機が展示保
存されています。この車両は、昭和15年（1940）に小倉で製造後、同23年（1948）に南延岡機
関区に配置され、昭和49年（1974）に日豊本線が電化するまで活躍したもので、延岡の発展を
牽引してきた産業遺産になります。

　現在の土々呂臨海公園の東側に広がる海浜域は、
戦前から昭和40年代にかけて市民の憩いの場として
利用された土々呂海水浴場がありました。
　昭和20～30年代には臨時駅が開設されるなど、当
時の盛況ぶりがうかがえます。

　金子常光が描いた昭和14年（1939）当時の延岡市の鳥瞰図です。五ヶ瀬川と大瀬川に囲まれた中州に城山公園や市役所を確認することができます。中州の東端
には鉄道橋が描かれ、蒸気機関車が日豊本線を宮崎方面へ下っています。また、同年に全線開通した日ノ影線も延岡駅から北東へ分岐する様子が描かれています。
　延岡工場群が東海、岡富、恒富、愛宕、長浜の各地区に確認でき、恒富、愛宕の両地区には、南延岡駅からの引込線も確認することができます。また、海上航路も描
かれ、当時の延岡市域の交通網を確認することができます。
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高

千

穂

線

の

開

通

　日
豊
本
線
の
開
通
に
よ
り
、九
州
の
環
状
線
に
組
み
込
ま

れ
た
延
岡
で
は
、新
た
な
鉄
道
の
敷
設
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

日
ノ
影
、高
千
穂
を
経
て
熊
本
へと
至
る
、九
州
を
横
断
す

る
鉄
道
の
敷
設
で
す
。延
岡
を
基
点
と
し
て
、昭
和
七
年（
一

九
三
二
）十
月
か
ら
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、同
十
四
年（
一九

三
九
）十
月
に
延
岡
〜
日
ノ
影
間
が
開
通
し
、日
ノ
影
線
が

全
通
と
な
り
ま
す
。

　昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）五
月
に
日
ノ
影
〜
高
千
穂

間
が
建
設
線
に
編
入
と
な
り
、日
ノ
影
線
は
高
千
穂
線
に

改
称
さ
れ
ま
す
。同
四
十
一
年（
一
九
六
六
）二
月
に
着
工
し

た
高
千
穂
線
は
、同
四
十
七
年（
一九
七
二
）七
月
に
全
線
開

通
し
、延
岡
〜
高
千
穂
間
が
鉄
道
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

高

千

穂

鉄

道

の

開

通

　国
鉄
は
、昭
和
三
十
九
年
度（
一九
六
四
）に
初
め
て
赤
字

を
計
上
し
、以
降
、毎
年
赤
字
が
続
き
ま
す
。国
鉄
の
赤
字

が
問
題
化
す
る
な
か
で
、高
千
穂
か
ら
熊
本
県
高
森
へと
至

る
延
伸
工
事
は
中
断
と
な
り
、延
岡
か
ら
熊
本
に
至
る
鉄

道
路
線
は
幻
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、国
は
国
鉄
再
建
の
観
点
か
ら
、輸
送
密
度
が
低
い

鉄
道
線
に
つ
い
て
、バ
ス
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
への
転

換
を
図
り
ま
す
。そ
の
結
果
、昭
和
五
十
六
年（
一九
八
一）九

月
に
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
特
定
地
方
交
通
線
に
指
定
し
、県

内
で
は
妻
線（
佐
土
原
〜
杉
安
間
）が
第
一
次
特
定
地
方
交

通
線
に
含
ま
れ
廃
線
と
な
り
、高
千
穂
線
は
第
二
次
特
定

地
方
交
通
線
の
候
補
と
な
り
ま
す
。

　昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ

り
発
足
し
た
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
Ｊ
Ｒ
九
州
）へ
承

継
さ
れ
た
後
も
、廃
止
か
存
続
か
を
迫
ら
れ
た
高
千
穂
線

は
、沿
線
自
治
体
と
民
間
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
存
続
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、平
成
元
年（
一
九
八
九
）四
月

に
高
千
穂
鉄
道
株
式
会
社（
以
下
、「
Ｔ
Ｒ
」と
い
う
）と
し
て

開
業
し
ま
す
。

▲ 旧綱ノ瀬橋梁

▲ 行縢～細見間を走行する
     トロッコ列車

▲  延岡駅で行われた観光列車
     「たかちほ号」出発式

▲ 高千穂鉄道沿線マップ
延岡駅から高千穂駅までの50㎞を結ぶ高千穂鉄道は、地域住民の交通機関として存続
するため、観光列車「たかちほ号」やトロッコ列車を導入し、集客を図りました。

　延岡市と日之影町の境界を流れる綱ノ瀬川と五ヶ瀬
川の合流点に架かる、延長417.82ｍの鉄道橋。昭和
12年（1937）9月に完成し、鉄道用としては日本初の鉄
筋コンクリート製のアーチ橋で、また戦前最大級のスパ
ンを有しており、近代コンクリート構造物の技術的到達点
の一つを示すものとして、日之影町の第三五ヶ瀬川橋梁
とともに令和２年（2020）に国の重要文化財に指定され
ました。

高

千

穂

鉄

道

の

廃

業

　Ｔ
Ｒ
は
、県
北
地
域
の
交
通
幹
線
と
し
て
、利
用
者
の
利

便
性
、経
営
の
効
率
化
と
と
も
に
、観
光
案
内
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
に
よ
る
営
業
成
績
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、経
済
の
低
迷
や
自
動
車
交
通
網
の
整
備
な
ど
に

よ
り
、経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。こ
う
し

た
な
か
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）九
月
六
日
の
台
風
十
四

号
に
よ
り
、第
一五
ヶ
瀬
川
橋
梁（
川
水
流
〜
上
崎
間
）と
第

二
五
ヶ
瀬
川
橋
梁（
亀
ヶ
崎
〜
槇
峰
間
）が
流
さ
れ
る
な
ど

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、全
線
運
転
休
止
と
な
り
ま
す
。平

成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）九
月
に
延
岡
〜
槇
峰
間
、翌
年
十

二
月
に
槇
峰
〜
高
千
穂
間
が
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
、こ
れ
を

も
っ
て
高
千
穂
線
全
線
の
廃
止
が
確
定
し
ま
し
た
。

　Ｔ
Ｒ
は
、沿
線
自
治
体
に
そ
の
資
産
を
無
償
譲
渡
し
、平

成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）に
解
散
と
な
り
ま
す
。翌
年
か
ら

鉄
道
施
設
の
撤
去
が
行
わ
れ
、延
岡
市
内
で
当
時
の
姿
を

残
す
施
設
は
西
延
岡
駅
跡
な
ど
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

日豊本線

①延岡駅（1939年頃）※１　②延岡駅（1965年頃）※２　③延岡駅（2019年）　④南延岡駅（1940年）※３　⑤旭ヶ丘駅（1992年頃）　
⑥延岡駅（2009年頃）※４　⑦日向岡元駅（1939年頃）※１　⑧川水流駅（2009年頃）※４　⑨亀ヶ崎駅（2009年頃）※４
※１：「日の影線鉄道開通記念絵葉書」/甲斐盛豊氏提供　※２：延岡城・内藤記念博物館所蔵　
※３：「南延岡駅開業70周年記念　オレンジカード」/甲斐盛豊氏提供　※４：『高千穂鉄道10年のあゆみ』より転載
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高

千

穂

線

の

開

通

　日
豊
本
線
の
開
通
に
よ
り
、九
州
の
環
状
線
に
組
み
込
ま

れ
た
延
岡
で
は
、新
た
な
鉄
道
の
敷
設
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

日
ノ
影
、高
千
穂
を
経
て
熊
本
へと
至
る
、九
州
を
横
断
す

る
鉄
道
の
敷
設
で
す
。延
岡
を
基
点
と
し
て
、昭
和
七
年（
一

九
三
二
）十
月
か
ら
敷
設
工
事
が
始
ま
り
、同
十
四
年（
一九

三
九
）十
月
に
延
岡
〜
日
ノ
影
間
が
開
通
し
、日
ノ
影
線
が

全
通
と
な
り
ま
す
。

　昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）五
月
に
日
ノ
影
〜
高
千
穂

間
が
建
設
線
に
編
入
と
な
り
、日
ノ
影
線
は
高
千
穂
線
に

改
称
さ
れ
ま
す
。同
四
十
一
年（
一
九
六
六
）二
月
に
着
工
し

た
高
千
穂
線
は
、同
四
十
七
年（
一九
七
二
）七
月
に
全
線
開

通
し
、延
岡
〜
高
千
穂
間
が
鉄
道
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

高

千

穂

鉄

道

の

開

通

　国
鉄
は
、昭
和
三
十
九
年
度（
一九
六
四
）に
初
め
て
赤
字

を
計
上
し
、以
降
、毎
年
赤
字
が
続
き
ま
す
。国
鉄
の
赤
字

が
問
題
化
す
る
な
か
で
、高
千
穂
か
ら
熊
本
県
高
森
へと
至

る
延
伸
工
事
は
中
断
と
な
り
、延
岡
か
ら
熊
本
に
至
る
鉄

道
路
線
は
幻
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、国
は
国
鉄
再
建
の
観
点
か
ら
、輸
送
密
度
が
低
い

鉄
道
線
に
つ
い
て
、バ
ス
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
への
転

換
を
図
り
ま
す
。そ
の
結
果
、昭
和
五
十
六
年（
一九
八
一）九

月
に
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
特
定
地
方
交
通
線
に
指
定
し
、県

内
で
は
妻
線（
佐
土
原
〜
杉
安
間
）が
第
一
次
特
定
地
方
交

通
線
に
含
ま
れ
廃
線
と
な
り
、高
千
穂
線
は
第
二
次
特
定

地
方
交
通
線
の
候
補
と
な
り
ま
す
。

　昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ

り
発
足
し
た
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
Ｊ
Ｒ
九
州
）へ
承

継
さ
れ
た
後
も
、廃
止
か
存
続
か
を
迫
ら
れ
た
高
千
穂
線

は
、沿
線
自
治
体
と
民
間
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
存
続
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、平
成
元
年（
一
九
八
九
）四
月

に
高
千
穂
鉄
道
株
式
会
社（
以
下
、「
Ｔ
Ｒ
」と
い
う
）と
し
て

開
業
し
ま
す
。

▲ 旧綱ノ瀬橋梁

▲ 行縢～細見間を走行する
     トロッコ列車

▲  延岡駅で行われた観光列車
     「たかちほ号」出発式

▲ 高千穂鉄道沿線マップ
延岡駅から高千穂駅までの50㎞を結ぶ高千穂鉄道は、地域住民の交通機関として存続
するため、観光列車「たかちほ号」やトロッコ列車を導入し、集客を図りました。

　延岡市と日之影町の境界を流れる綱ノ瀬川と五ヶ瀬
川の合流点に架かる、延長417.82ｍの鉄道橋。昭和
12年（1937）9月に完成し、鉄道用としては日本初の鉄
筋コンクリート製のアーチ橋で、また戦前最大級のスパ
ンを有しており、近代コンクリート構造物の技術的到達点
の一つを示すものとして、日之影町の第三五ヶ瀬川橋梁
とともに令和２年（2020）に国の重要文化財に指定され
ました。

高

千

穂

鉄

道

の

廃

業

　Ｔ
Ｒ
は
、県
北
地
域
の
交
通
幹
線
と
し
て
、利
用
者
の
利

便
性
、経
営
の
効
率
化
と
と
も
に
、観
光
案
内
や
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
に
よ
る
営
業
成
績
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、経
済
の
低
迷
や
自
動
車
交
通
網
の
整
備
な
ど
に

よ
り
、経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。こ
う
し

た
な
か
、平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）九
月
六
日
の
台
風
十
四

号
に
よ
り
、第
一五
ヶ
瀬
川
橋
梁（
川
水
流
〜
上
崎
間
）と
第

二
五
ヶ
瀬
川
橋
梁（
亀
ヶ
崎
〜
槇
峰
間
）が
流
さ
れ
る
な
ど

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、全
線
運
転
休
止
と
な
り
ま
す
。平

成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）九
月
に
延
岡
〜
槇
峰
間
、翌
年
十

二
月
に
槇
峰
〜
高
千
穂
間
が
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
、こ
れ
を

も
っ
て
高
千
穂
線
全
線
の
廃
止
が
確
定
し
ま
し
た
。

　Ｔ
Ｒ
は
、沿
線
自
治
体
に
そ
の
資
産
を
無
償
譲
渡
し
、平

成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）に
解
散
と
な
り
ま
す
。翌
年
か
ら

鉄
道
施
設
の
撤
去
が
行
わ
れ
、延
岡
市
内
で
当
時
の
姿
を

残
す
施
設
は
西
延
岡
駅
跡
な
ど
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

日豊本線

①延岡駅（1939年頃）※１　②延岡駅（1965年頃）※２　③延岡駅（2019年）　④南延岡駅（1940年）※３　⑤旭ヶ丘駅（1992年頃）　
⑥延岡駅（2009年頃）※４　⑦日向岡元駅（1939年頃）※１　⑧川水流駅（2009年頃）※４　⑨亀ヶ崎駅（2009年頃）※４
※１：「日の影線鉄道開通記念絵葉書」/甲斐盛豊氏提供　※２：延岡城・内藤記念博物館所蔵　
※３：「南延岡駅開業70周年記念　オレンジカード」/甲斐盛豊氏提供　※４：『高千穂鉄道10年のあゆみ』より転載
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資料や情報を探しています。

～あなたの家の押入れや蔵、区や公民館の倉庫などに、こんなものはありませんか？～

延岡に

ゆかりのある

古文書

古写真・アルバム・絵葉書

個人的な家族写真などから
でも、当時の服装や街並み、
生活様式などを知ることが
できます。

記念誌

ビデオや

カセットテープ

昔の道具

日記（日誌）や手紙

地域や学校などで
手作りしたもので
も構いません。

地域のお祭りや
唄、行事などを
記録したもの。

このようなものが延岡の歴史を知る「資料」となります。

お話を聞かせていただくだけでもかまいません

（昔の道具については収蔵スペースの関係で受け取れない場合があります） 

情報や資料をお持ちの方は、お気軽にご相談ください！ 

【相談先】文化財・市史編さん課 市史編さん係（☎0982-22-7047）

考古部会古代部会中世部会

近世部会近現代部会民俗部会

▲ 南方37号墳の現地調査風景

　こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り
確
認
さ
れ

て
い
る
遺
跡
お
よ
び
そ
の
内
容
が
わ
か
る
一
覧
表
の

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
先
立
ち
、南
方
古
墳
群
や
延
岡
城
を
は

じ
め
と
す
る
城
跡
、西
南
戦
争
関
連
遺
構
な
ど
の

遺
跡
の
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、縄
文
時
代
の
大
貫
貝
塚
や
沖
田
貝
塚
出

土
の
土
器
や
貝
類
な
ど
の
整
理
や
貝
塚
周
辺
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
、当
時
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 字限図の調査風景

　古
代
に
は
、広
域
幹
線
道
路
と
し
て
官
道
が
整

備
さ
れ
、そ
の
中
継
点
で
あ
る「
駅
」が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。九
二
七
年
に
完
成
し
た『
延
喜
式
』に
よ

る
と
日
向
国
に
は
十
六
の
駅
が
あ
り
、延
岡
市
域
に

は「
長
井
駅
」と「
川
辺
駅
」が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　古
代
官
道
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
詳
細
が
わ
か
っ

て
お
ら
ず
、明
治
時
代
に
作
成
さ
れ
た「
字
限
図
」の

調
査
を
通
し
て
、検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲ 宮崎県総合博物館での調査風景

　中
世
に
延
岡
を
拠
点
と
し
た
土
持
氏
の
調
査
を

進
め
て
お
り
、宮
崎
県
総
合
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
る「
土
持
文
書
」等
に
つ
い
て
、写
真
撮
影
と
原
本

調
査
を
行
い
ま
し
た
。同
史
料
は
、南
北
朝
争
乱
に

か
か
わ
る
土
持
氏
の
動
向
な
ど
を
記
録
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、今
後
の
調
査
、研
究
史
料
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、『
宮
崎
県
史
』や『
鹿
児
島
県
史
料
』な
ど

の
史
料
集
か
ら
土
持
氏
に
関
す
る
史
料
を
収
集
す

る
作
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

▲ 佐伯市歴史資料館での調査風景

　近
世
の
延
岡
の
領
主
は
、天
正
十
六
年（
一五
八
八
）

の
高
橋
元
種
の
入
封
以
降
、有
馬
・
三
浦
・
牧
野
・
内

藤
氏
と
変
遷
し
ま
す
。隣
接
す
る
佐
伯
藩
で
は
毛
利

氏
が
廃
藩
置
県
ま
で
領
主
と
し
て
治
め
て
お
り
、佐

伯
藩
政
史
料
か
ら
延
岡
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、高
千
穂
町
に
お
い
て『
高
千
穂
古
今
治
乱

記
』の
デ
ー
タ
化
作
業
と
原
本
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

▲ 部会打合せ風景

　明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
資
料
か
ら
延
岡
市

域
に
関
連
す
る
記
事
の
収
集
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。　ま

た
、市
民
の
皆
様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資

料
の
多
く
は
近
現
代
部
会
に
関
連
す
る
も
の
が
多

く
、市
史
編
さ
ん
で
の
重
要
な
資
料
と
し
て
整
理
を

進
め
て
い
ま
す
。

　明
治
大
学
が
所
蔵
す
る『
内
藤
家
文
書
』の
近
代

史
料
も
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
て
お
り
、史
料
調

査
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▲ 旧下鹿川小学校での調査風景

▲ 竹下遺跡出土の汽車土瓶に
　 見られる「動輪マーク」

　市
内
各
地
の
祭
礼
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
行
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
中
止
と
な

り
、調
査
は
行
え
て
い
ま
せ
ん
。

　一方
で
、地
域
文
化
を
把
握
す
る
た
め
、市
内
各
地

の
巡
見
を
進
め
て
い
ま
す
。

　民
俗
部
会
で
は
、市
内
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

年
中
行
事
の
ほ
か
、人
生
の
節
目
に
営
ま
れ
る
儀
礼

や
風
習
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

部会通信

　今
号
を
ま
と
め
る
中
で
偶

然
で
あ
っ
た「
キ
シ
ャ
ド
ビ
ン
」。

汽
車
に
関
連
す
る
土
瓶
と
直

感
的
に
認
識
し
、「
汽
車
」と
い

う
フ
レ
ー
ズ
そ
の
も
の
に
時
代
を
感
じ
ま
し
た
。

　用
途
を
調
べ
る
と
、駅
弁
の
お
供
の
お
茶
を
入
れ
た

土
瓶
だ
と
わ
か
り
、そ
の
後
ポ
リ
容
器
や
ス
チ
ー
ル
缶

を
経
て
、現
在
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。〝
ペッ
ト
ボ
ト
ル
世
代
〞に
と
っ
て
は
、土
瓶

は
も
と
よ
り
ポ
リ
容
器
す
ら
新
鮮
な
出
会
い
と
な
り

ま
し
た
。

　汽
車
土
瓶
の
話
に
戻
す
と
、飲
み
終
え
る
と
車
両

に
置
い
て
帰
る
、そ
う
い
う
運
命
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
使
い
捨
て
商
品
」と
い
う
汽
車
土
瓶
の
扱
い
を
知
り
、

陶
磁
器
を
使
い
捨
て
る
こ
と
に
も
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　調
べ
る
な
か
で
、蒸
気
機
関
車
の「
動
輪
マ
ー
ク
」が

施
さ
れ
た
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
を
再
現
し
、雑
貨
屋
等

で
復
刻
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　出
土
品
と
し
て
出
会
っ
た
謎
の「
キ
シ
ャ
ド
ビ
ン
」

は
、レ
ト
ロ
が
魅
力
な
商
品
と
し
て
世
代
を
超
え
て

注
目
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
市
史
編
さ
ん
係
員
Ｋ
）

編
集
後
記

　〜
三
十
代
の
お
ど
ろ
き
〜

おしえて！ 

「市史編さん」って
       なあに？

どんな「しりょう」をあつめているの？

市史では、どんな「しりょう」を調べているの?

古い道具や写真を見つけたとき、
「しりょう」になるか
どうかはどうやって見分ければいいの？

しし

ふる どうぐ しゃしん

おじいちゃん、おばあちゃん、おとうさんや
おかあさんに道具や写真などについて
思い出を聞いてみよう。今とは大きく違う
延岡の情報を見つけたら、市史に関係する
「しりょう」になるかもしれないよ。
市史編さん係に教えてみよう。

どうぐ

おも

のべおか

ししへん かかり おし

じょうほう み しし かんけい

で きい いま おお ちが

しゃしん

みわ

６つの分野で調べる「しりょう」が異なるんだ。
遺跡から発掘されたものや古文書などの
古い時代のものだけではなく、数十年前まで
使っていた道具や写真、日記なども
延岡市の歴史に関係するたいせつな
「しりょう」になるんだよ。

ぶんや

いせき

ふる

つか

のべおかし れきし かんけい

どうぐ しゃしん にっき

じだい すうじゅうねんまえ

はっくつ こもんじょ

しら こと

しら
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資料や情報を探しています。

～あなたの家の押入れや蔵、区や公民館の倉庫などに、こんなものはありませんか？～

延岡に

ゆかりのある

古文書

古写真・アルバム・絵葉書

個人的な家族写真などから
でも、当時の服装や街並み、
生活様式などを知ることが
できます。

記念誌

ビデオや

カセットテープ

昔の道具

日記（日誌）や手紙

地域や学校などで
手作りしたもので
も構いません。

地域のお祭りや
唄、行事などを
記録したもの。

このようなものが延岡の歴史を知る「資料」となります。

お話を聞かせていただくだけでもかまいません

（昔の道具については収蔵スペースの関係で受け取れない場合があります） 

情報や資料をお持ちの方は、お気軽にご相談ください！ 

【相談先】文化財・市史編さん課 市史編さん係（☎0982-22-7047）

考古部会古代部会中世部会

近世部会近現代部会民俗部会

▲ 南方37号墳の現地調査風景

　こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り
確
認
さ
れ

て
い
る
遺
跡
お
よ
び
そ
の
内
容
が
わ
か
る
一
覧
表
の

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
に
先
立
ち
、南
方
古
墳
群
や
延
岡
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を
は

じ
め
と
す
る
城
跡
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争
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連
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な
ど
の

遺
跡
の
現
地
確
認
を
行
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ま
し
た
。
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た
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貫
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塚
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田
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塚
出

土
の
土
器
や
貝
類
な
ど
の
整
理
や
貝
塚
周
辺
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
、当
時
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 字限図の調査風景

　古
代
に
は
、広
域
幹
線
道
路
と
し
て
官
道
が
整

備
さ
れ
、そ
の
中
継
点
で
あ
る「
駅
」が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。九
二
七
年
に
完
成
し
た『
延
喜
式
』に
よ

る
と
日
向
国
に
は
十
六
の
駅
が
あ
り
、延
岡
市
域
に

は「
長
井
駅
」と「
川
辺
駅
」が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　古
代
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の
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ー
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て
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が
わ
か
っ
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に
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さ
れ
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字
限
図
」の

調
査
を
通
し
て
、検
証
を
進
め
て
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ま
す
。

▲ 宮崎県総合博物館での調査風景
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し
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お
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館
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さ
れ
て

い
る「
土
持
文
書
」等
に
つ
い
て
、写
真
撮
影
と
原
本

調
査
を
行
い
ま
し
た
。同
史
料
は
、南
北
朝
争
乱
に

か
か
わ
る
土
持
氏
の
動
向
な
ど
を
記
録
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、今
後
の
調
査
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究
史
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と
し
て
活
用
す

る
た
め
、『
宮
崎
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史
』や『
鹿
児
島
県
史
料
』な
ど

の
史
料
集
か
ら
土
持
氏
に
関
す
る
史
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を
収
集
す

る
作
業
も
進
め
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ま
す
。

▲ 佐伯市歴史資料館での調査風景

　近
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の
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八
八
）
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橋
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入
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以
降
、有
馬
・
三
浦
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牧
野
・
内

藤
氏
と
変
遷
し
ま
す
。隣
接
す
る
佐
伯
藩
で
は
毛
利

氏
が
廃
藩
置
県
ま
で
領
主
と
し
て
治
め
て
お
り
、佐

伯
藩
政
史
料
か
ら
延
岡
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、高
千
穂
町
に
お
い
て『
高
千
穂
古
今
治
乱

記
』の
デ
ー
タ
化
作
業
と
原
本
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

▲ 部会打合せ風景
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延
岡
市
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に
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収
集
作
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を
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め
て
い
ま

す
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た
、市
民
の
皆
様
か
ら
ご
提
供
い
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い
た
資
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近
現
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の
が
多
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史
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。
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史
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、史
料
調

査
を
進
め
る
こ
と
と
し
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ま
す
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。
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節
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ア
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部会通信
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っ
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キ
シ
ャ
ド
ビ
ン
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ー
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ボ
ト
ル
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。〝
ペッ
ト
ボ
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は
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は
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よ
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容
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鮮
な
出
会
い
と
な
り

ま
し
た
。

　汽
車
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と
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え
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車
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い
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帰
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、そ
う
い
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だ
っ
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よ
う
で
す
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「
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を
知
り
、

陶
磁
器
を
使
い
捨
て
る
こ
と
に
も
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
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し
た
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気
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マ
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当
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イ
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を
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等
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た
。
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て
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を
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う
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す
。
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Information

▲南延岡機関区（平成 12 年）

▲竹下遺跡出土の汽車土瓶等

延岡城・内藤記念博物館を令和４年 9 月 23 日から一般公開となります。 

また、開館を記念して、特別展「譜代大名内藤家－その歴史と名宝－」を開催します。

Information

延岡城・内藤記念博物館を令和４年 9 月 23 日から一般公開となります。 

また、開館を記念して、特別展「譜代大名内藤家－その歴史と名宝－」を開催します。

～延岡城・内藤記念博物館がオープン！～

利用案内

■ 開館時間
9：00～17：00 （最終入場 16：30）
■ 休 館 日
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始（12 月 28 日～1月３日）
■ 入 館 料
無料（平常展示室・体験展示室の観覧）
■ 和室棟を利用する（有料）には、予約が必要です。
詳しくは、延岡城・内藤記念博物館までお問い合せ
ください。

■ 開催期間
開始　令和４年９月 23 日（金） 
終了　令和４年 11 月６日（日） 
■ 会  場
延岡城・内藤記念博物館 企画展示室
■ 観 覧 料

■ 開催期間

開館記念特別展 
「譜代大名内藤家－その歴史と名宝－」 

500 円
300 円
無 料

一 般
高 校 生
中学生以下

こ
の
写
真
は
、南
延
岡
駅
構
内
に
設
置
さ
れ
て
い

た
南
延
岡
機
関
区
で
す
。大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）、

日
豊
本
線
は
全
線
開
通
し
、同
時
に
前
年
開
業
し
た

南
延
岡
駅
構
内
に
は
、機
関
車
の
扇
形
車
庫
等
を
備

え
た
南
延
岡
機
関
区
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。の
ち
に

は
転
車
台
も
整
備
さ
れ
、県
北
地
区
に
お
け
る
車
両

基
地
を
担
い
ま
し
た
。鉄
道
の
電
化
に
伴
い
役
割
を

終
え
、平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
扇
形
車
庫
等
は

撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一年（
一九
九
九
）、宅
地
造
成
に
伴
い
機
関

区
敷
地
内
を
発
掘
調
査（
竹
下
遺
跡
）し
た
と
こ
ろ
、

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
大
量
の
陶
磁

器
が
出
土
し
ま
し
た
。駅
弁
と
と
も
に
販
売
さ
れ
て

い
た
お
茶
容
器「
汽
車
土
瓶
」や
焼
売
用
の
小
皿
な

ど
が
あ
り
、「
名
古
屋
松
浦
」や「
横
浜
驛
崎
陽
軒
」な

ど
遠
方
の
駅
名
や
地
名
が
入
っ
て
お
り
、当
時
の
鉄

道
の
旅
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・




